
り大村市 政 だ よ
昭和08年 4月lO日

(3月末日現在)

前月比

人口 54.583 (-715) 

i男 Z5.99Z (-360) 
女 Z&.591 (-L3) 

世帯数 H.149 (-63) 
転入 531 出生 9! 
転出 1.313 死亡 Z4 

(352号)四月下旬号

箇 B 冒 曾 園量圃~ B 、~ • I 園 -一ムムe喧咽'圃F 直L 圃 L 唱、- 溜 a 宮 冒

.. .  園園 ，.. 苧山.すr品 F三二一--1.且L胃一'軒F

J綾際陵;丸り令札L日川jJ3:U\二Jj鴻{じ鴻鴻:浅嶺長恒:i鮒繰鮒鮒:浴M川3診札:~j~，l~f!げ日レ三交RR夜:1 ! 
r説訟強桜慰:必ぷぷi泌総;己泌以泌5%滋泌主伝込:二;総秘総;泌;泌訟交r.l~1~~~'泌総泌総i~~~:蕊伝説~r.;~.;]tぷ似J、

(1) 

.昭和33年4月zz日第三種茸便物認可・毎月 3回1日.10日.Z 0日発行

圃発 行 所大村市役所.印刷所つじ印刷所固定価 1部 5円

木に住宅団地が完成須田ノ
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建 設 戸 数 … 45戸

町
務
連
絡
委
員
と
し
て

市
政
に
協
力
し
た
方
を
表
彰

四
月

一
日
、
市
内
全
地
区
の

町
務
連
絡
委
員
会
が
開
か
れ

多
年
町
務
連
絡
委
員
と
し
て

市
政
に
協
力
さ
れ
た
つ
ぎ
の

方
々
の
表
彰
が
行
な
わ
れ
ま

し

た

。

敬

称

略
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里

上

森

山
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市

三
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才
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志
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弘

下
久
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池
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十
一
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松
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市の建設課では、玖島郷須田ノ木に市営住宅を

建設中でしたがこのほど完成しました。

この住宅は市の住宅対策の一環として行ったも

ので 住宅に困っている人たちのためK建てら

れた住宅です。

間取りは六 'I'~i、四 ~J~i半の 2 問。

総工費は 1，860万円。 建設戸数I-;!45戸。

く建設課〉
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川
徴
税
令
書
は

川

届

き

ま

し

に

か

川

山
昭
和
三
十
八
年
度
の
固
定
資
川

畠
中

伝

川

産

税

と

国

民

健

康
保
険
税
の
川

滝
野
梅
=
一
川
徴
税
令
書
を
郵
送
い
た
し
ま
川

村
木
一
雄
叫
し
た
の
で
、
固
定
資
産
の
所
川

溝
上
太
久
馬
叩
有
者
や
国
民
健
康
保
険
の
被
川

安
井
彦
作
…
保
険
者
で
ま
だ
荷
受
取
り
に
川

末
岡
滝
十
…
な
っ
て
い
な
い
方
は
、
出
張
川

松
尾
三
滝
川
所
か
税
務
課
に
申
し
出
て
く
川

富
永
小
故
知
即
売
さ
が
1

e

(

税
務
課
〉
州

議
民
竪
ザ
F
L
E
E忌

EEE--RYE-iii

多
年

青
年
海
外
派
遺

団
員
を
募
集

県
で
は
健
全
左
青
年
を
海

外
に
派
遣
む
、
青
年
の
国
際

的
視
野
を
広
め
、
国
際
親
善

を
は
か
る
た
め
海
外
派
遺
団

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

希
望
者
は
孟
急
市
の
福
祉

事
務
所
ま
で
お
出
向
き
下
さ

い

。

(

福

祉

事

務
所
)
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グ
水
の
心
配
が

‘
な
く
な
り
ま
し
た
4

仁
田
(
鈴
田
平
小
川
郷
)

の
濯
減
用
水
路
の
改
良
工
事

か
究
了
し
、
全
長
二
千
メ
ー

ト
ル
の

b
つ
ば
な
用
水
路

と

左
り
ま
し
た
。

改
良
工
事
前
の
こ
の
用
水

路
は
漏
水
が
ひ
ど
く
、
地
元

の
人
々
の
苦
労
の
た
ね
で
し

た
が
今
度
は
コ
シ
ク
リ
l
ト

の
半
円
管
水
路
と
な
り
、
労

力
の
節
減
、
水
の
確
保
に
大

い
に
役
立
つ
こ
と
で
し
ょ
う

こ
の
工
事
は
新
農
山
漁
村

特
別
助
成
事
業
と
し
て
昭
和

三
十
五
年
度
よ
り
三
カ
年
の

継
続
事
業
と
し
て
行
た
わ
れ

た
も
の
で
総
工
費
は
ご
百
万

円

で

す

。

(

農

林

課

)
写真=水もゆるやかに流れる仁田の

半円管コソクリート水路



大
村
山
内
で
も
一
一
月
か
ら
三

月
に
か
け
て
大
き
な
火
災
が

一一一利
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

治
互

に
火
の
も
と
に
十
分
注

意
し
て
思
わ
ぬ
災
害
を
う
け

な
い
よ
う
に

つ
ぎ
の
こ
と
に

注
意
し
ま
し
ょ
う。

①
外
出
す
る

と
き
や、

寝
る

前
は
必
4
1
火
の
も
と
を
調
べ

ま
し
ょ
う
。

(2) り大村市政だよ

春
さ
き

は
空
気
が
乾
燥
し
火

事
が
多
い
と
き
で
す
。

身
心
ま
わ

p
を
見
ま
わ

す
と
、
蚊
の

発
生
し
そ
う

友
と
こ
ろ
が

数
多
く
あ
り

ま
す。日

本
脳
炎

は
、
蚊
が
媒

介
す
る
夏
の

流
行
病
で
五

月
ご
ろ
か
ら

発
生
し
は
じ

め
八
月
九
月

が
流
行
の
最

盛
期
で
す
。

こ
の
伝
染
病
を
防
ぐ
に
は
、

予
防
接
種
を
う
け
た
り
、

蚊
の

駆
除
を
徹
底
的
に
行
左
う
こ
と

が
大
切
で
す
。 日本脳炎などの媒介は→因

昭和何年 4月日目 昭和33年 4月lZ白第三種官便物認可

・・・・・・・・・--圃・・・圃胆男呈品目曲F 川凶調晒‘寓::?~講高耳広轟句 、『晶唾 司己唱..-.守耳障ミ

蚊
の
駆
除
法

制
発
生
を
な
く
す
こ
と
が
根
本

で
あ
る

の
で
下
水
溝
や
、
水

溜
り
な
ど
は
よ
く
さ
ら
え、

殺
虫
剤

(
オ
ル
ソ
剤
)
を
撒

布
し
て
く
だ
さ
い
。

同門
雨
ざ
ら
し
に
な
っ

て
い
る
カ

メ
や
桶
な
ど
水
の
た
ま
る
と

こ
ろ
を
な
く
し
ボ

l
フ
ラ
が

発
生
し
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い

。

予
防
接
種
の
申
し
込
み

五
月
十
日
ま
で

に、

市
保
険

衛
生
謀
、
h

お
よ
び
各
出
張
所

へ0

・な

お、

学
童
は
学
校
で

ま
と
め
ま
す
。

一
般
的
予
防
方
法

開
健
康
に
注
意
し
、

過
労
を
さ

②
消
火
用
む
水
や
限
必
消
火

器
を
い
つ

も
用
意
し
て
岳
き

ま
し
ょ
う
。

③
子
供
が
火
遊
び
な
ど
し
な

い
よ
う
に
、
マ

ッ
チ
は
自
に

つ
か
な
い
と
こ
ろ
に
。

設
は
よ
く
し
ら
ベ
、
こ
わ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
は
す
ぐ
修
更

す
る
こ
と
。

⑤
石
油
コ
ン
ロ
に

は
使
用
中

絶
対
注
油
を
し
な
い
。

⑥
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
は
ゴ
ム
管

K
電
熱
器
は
電
掠
に
注
意
。

⑦
風
が
強
い
と
き

の
野
焼
き

は
し
た
い
こ
と
。

火

事

④
カ
マ
ド
や
風
川
口
な
ど
の
施

(
消
防
本
部
)

け
、
外
出
す
る
と
き
は
、
帽

子
を
か
ぶ
り
直
射
日
光
を
さ

け
る
こ
と
。

制
睡
眠
を
十
分
と
る
こ
と
。

付
六
十
才
以
上
の
老
人
や
、
十

五
才
以
下
の
小
児
は
と
く
に

注
意
す
る
こ
と
。

(
保
険
衛
生
説
)
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大

村

公

園

を

整

備

し
は
ふ
園
・
駐
車
場
町
ど
で
き
る

H

大
村
公
園
が
き
れ
い
に
在

っ
た
μ

と
大
村
を
告
と
守
れ

た
沿
客
さ
ん

に
よ
ろ
こ
ば
れ

て
い
ま
す。

こ
れ
は
さ
く
ら

の
ν
l
ズ
ン
を
前
に
市

の
建

設
課
が
大
村
公
園
の
整
備
を

い
そ
い
で
完
了
し
た
も
の
で

す。

こ
の
整
備
は
三
十
七
年

よ
り
三
カ
年
計
画
で
行
な
わ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
整
備
工
事
に
よ
っ
て
、

大
村
公
園
入
口

の
左
側
に
千

平
方
メ
ー
ト
ル
の
パ

ス
五
台

乗
用
車
二
十
台
が
入
る
駐
巾

場
、
こ
の
外
千
四
百
平
方
メ

ー
ト

ル
の
し
ば
ふ
園
、
プ
ロ

ッ
ク
建
の
公
衆
便
所
が
で
き

上
っ
て
い
ま
す
。
吉
野
，
さ
く

ら一

一百
本
も
新
た

に
植
え
込

み
ま
し
た
。
〈
建
設
課
)

大村gr:隊では5月の実弾射撃をつぎ

!のとおり行います。

4 実施場所=池田射撃場

i 実施日程=1日-13日、 15日~

25口 、 27pι3つ円

私
た
ち
の

ま

ち
に
花

や

絞

γ
ふ
や
し
ま

し
ょ

う

国
街
路
樹
や
公
園
の
平
木
を
さ

十
っ
け
な
い

0

・
空
地
や
宅
地
に
は、

な
る
べ

く
木
や
草
花
を
植
え

る
。

【写真〕上z りつばに整[liilされた

Lばふ園と散歩道 下=ト イレツ ト
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久
津
市
道

(
松
原
)
が
|
一

と
お
り
や
す
く
な
り
ま
し
た

i
L

松原五 ノ郷の久津市道が復旧し

りっぱな道路にな bました。

この道路は31年 7月の大雨の時

路面が洗い流さ れ人も車も通れ

主主く なっていたものです。市の

建設課ではこの道路を早 くとお

りやすい道路にしようと31年 8

月に着工し、 復旧工事をいそい

でいました。

復 旧された道路の長さは 460メ

ートノレ、総工費は 350万 円です

(建設課)

写真下=整備された久津市道

郡川の水が増えます
5 月 1 日 ~ 3 日

…萱瀬ダムむ放水テスト…

度水こすを放グ五三日で
や門 れ 。行水ム時日正は 萱
郡のは なテ 水 ま の午 五 瀬
川安ダ い ス門で午 よ 月グ
の全ム まトの、 後 りー ム

(3) 

流
水
の
状
態
を
確
め
る
た
め

に
行
な
う
も
の
で
す
。

こ
の

三
日
間
は
水
門
操
作

に
と
も
在
っ
て
郡
川
む
水
位

(別図)や
水
量
が
急
激
に
変
化
し
ま

す
の
で
河
原
在
ど
に
は
立
ち

入
ら
注
い
で
く
だ
さ
い
。

用
水
路
を
ふ
さ
い
だ
り
、

川
の
渡

b
板
の
と
り
は
や
ノし

河
川
工
事
の
架
設
材
の

と
り

は
タ
し
な
と
は
一
日
午
前
九

時
ま
で
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ

い
。
テ
ス

ト
中
の
最
大
放
水

量
は

一
秒
間
に
八
十
五
立
万

メ
ー
ト

ル
、
水
位
上
昇
の
円
以

大
は
一

メ
ー
ト

ル
で
す
。

テ
ス
ト
を
行
た
う
前
に
は

放
流
警
報
用
サ
イ
レ
ン
〈
郡

い 災
しと
ま 問
す 違
。 わ

えE
ν、
ょ
う
烏

願
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日 五中十 百 ・ 婦 十 才 I - I車六才
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村 i千八 十 五 十 九万五 ・二 l工 経不 £
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) ー 紡 ーェ 裁 万 万 全 一 婦 1 ツ ーま

衡をみんなで美 しく

川
流
域
の
赤
井
ノイ
レ
シ
U

七

カ
所
に
設
置
)
を
別
図
の
と

烏

-P
吹
鳴
し
ま
す
の
で
、

火

‘a 
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図書館ニユース

原 色 植 物投来図 鑑

徳 川家 康

文 部法令要覧

写された 幕末

資 本論

国民生 活 l時間 調査

竜 の子太郎

鳥 献戯 話

愛 国心の 目覚め

デ ザイナー 誕生

喜 多 村 緑 即 日記

ア ィf ヌ童話集

野 生のエ ノレザ

永遠の エノレザ

諸 子百家

し ろ ば ん ば

世界ノンフィク シヨン全集

父 親 白書

親子の 求め る愛と 道 恵

毎 U 年鑑

女一人原始部落に入る

浩宮さ ま

イ ゾカ の 祖先 たち

ふる さと の す まい

現 代 っ子 孫点法

孤 独の賭け

御 身

愛の終、り の 時

深 層保流

連 環

ベ ルリ ン最後の日

ヨガ の 楽園

寺 田寅彦 全 集

説得 成 功法
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こ
ん
な
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